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に
出
仕
さ
せ
、
華
族
出
身
で
政
治
の
経
験
不
足

の
初
代
知
事
長
谷
信
篤
の
補
佐
役
に
就
け
た
。

京
都
府
大
参
事
就
任
の
こ
ろ
か
ら
実
質
的
に
京

都
府
政
の
実
権
を
握
り
、
長
谷
知
事
の
退
任
と

と
も
に
権
知
事
に
な
っ
た
。
知
事
就
任
の
期
間

は
１
８
７
５
年
か
ら
81
年
（
明
治
14
）
ま
で
、

そ
の
後
は
元
老
院
議
官
、
87
年
（
明
治
20
）
に

男
爵
の
爵
位
を
受
け
、
90
年
（
明
治
23
）
に
行

政
裁
判
所
長
に
就
任
、や
が
て
貴
族
院
議
員（
男

爵
議
員
）
と
な
る
な
ど
顕
職
を
歴
任
し
た
。
明

治
期
の
開
明
派
官
僚
、
知
事
と
し
て
そ
の
全
般

的
な
評
価
は
高
い
が
、
一
面
で
「
豪
腕
」
知
事

の
強
権
的
な
政
治
手
法
に
対
す
る
批
判
も
あ
る
。

１
８
７
３
年
の
小
野
組
転
籍
拒
否
事
件
の
と
き
、

槇
村
が
懲
役
刑
に
処
さ
れ
た
こ
と
な
ど
そ
の
代

表
的
な
例
で
あ
ろ
う
。
小
野
組
転
籍
事
件
と
は
、

京
都
で
両
替
商
を
営
む
有
力
な
金
融
業
者
小
野

組
が
江
戸
の
本
両
替
仲
間
に
加
入
、
明
治
新
政

府
の
樹
立
に
際
し
て
財
政
援
助
を
す
る
な
ど
政

商
的
性
格
を
強
め
て
い
た
が
、
七
代
目
小
野
善

助
が
為
替
方
を
命
ぜ
ら
れ
て
営
業
の
中
心
が
東

京
に
移
っ
て
い
た
た
め
、
本
社
を
京
都
か
ら
東

京
に
移
そ
う
と
し
た
が
、
移
転
に
よ
り
税
収
が

減
り
、
京
都
の
産
業
の
衰
退
を
心
配
し
た
槇
村

が
転
籍
願
書
を
許
可
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
怒

っ
た
小
野
組
が
裁
判
に
訴
え
て
勝
訴
と
な
っ
た

●
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
の
描
く
肖
像
画

　

今
年
（
２
０
１
０
年
）
の
春
、
西
京
区
大
枝

の
京
都
市
立
芸
大
の
資
料
館
で
、
フ
ェ
リ
ッ
ク

ス
・
レ
ガ
メ
ーFelix R

egam
ey

が
描
く
「
槇

村
正
直
像
」
が
陳
列
さ
れ
る
と
い
う
新
聞
記
事

を
み
て
、
早
速
、
芸
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
車
を

走
ら
せ
た
。
季
節
は
ち
ょ
う
ど
桜
か
ら
新
緑
に

か
わ
る
頃
で
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
燦さ
ん

々さ
ん

と

し
た
陽
光
に
照
り
輝
い
て
い
た
。

　

大
学
構
内
の
薄
暗
い
陳
列
室
に
槇
村
の
ス
ケ

ッ
チ
画
が
展
示
し
て
あ
っ
た
。
レ
ガ
メ
ー
の
サ

イ
ン
とK

ioto N
ov.76

の
日
付
が
書
き
込
ん
で

あ
っ
た
。
写
真
で
よ
く
見
慣
れ
た
槇
村
の
横
顔

で
、
額
が
広
く
禿
げ
あ
が
り
、
顎
か
ら
頬
に
か

け
て
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
髯ひ

げ

を
た
く
わ
え
た
、
何

と
な
く
西
洋
人
く
さ
い
風
貌
に
描
か
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
「
京
都
府
画が

学が
っ

校こ
う

開
校
１
３
０
年
記

念
」
と
銘
打
っ
た
企
画
展
で
、
明
治
の
初
め
知

事
で
あ
っ
た
槇
村
が
画
学
校
（
現
、
京
都
市
立

芸
術
大
学
）
の
開
設
に
功
労
の
あ
っ
た
人
物
と

し
て
彼
の
肖
像
画
を
陳
列
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ち
な
み
に
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
レ
ガ
メ
ー

（
１
８
４
４
︲
１
９
０
７
）
は
、
画
家
で
版
画

家
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
ル
イ
・
ピ
エ
ー
ル
・

レ
ガ
メ
ー
を
父
に
パ
リ
に
生
れ
た
素
描
画
家
・

風
景
画
家
と
し
て
才
能
を
発
揮
し
た
人
ら
し
い
。

１
８
７
６
年
リ
オ
ン
の
実
業
家
エ
ミ
ー
ル
・
ギ

メ
の
世
界
旅
行
に
同
行
し
て
日
本
を
訪
問
し
て

そ
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
、
や
が
て
日
本
紀
行

の
文
章
『
日
本
散
策
』
で
挿
絵
画
家
と
し
て
の

地
位
を
築
い
た
と
い
う
。
因
み
に
、
彼
は
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
先
駆
者
の
一

人
と
さ
れ
、
１
９
０
０
年
に
パ
リ
日
仏
協
会
が

設
置
さ
れ
る
と
そ
の
事
務
局
長
に
選
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
肖
像
画
は
当
時
、
京
都
政
界
の
大
立

者
で
あ
っ
た
槇
村
を
表
敬
訪
問
し
た
と
き
の
ス

ケ
ッ
チ
で
あ
ろ
う
か
。

　　

槇ま
き

村む
ら

正ま
さ

直な
お

（
１
８
３
４
︲
96
）
が
こ
の
人
物

誌
の
シ
リ
ー
ズ
に
登
場
す
る
理
由
は
何
か
。
言

わ
ず
と
知
れ
た
槇
村
は
、
同
志
社
誕
生
の
物
語

に
大
き
く
関
わ
る
人
物
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
明
治
8
年
「
官
許
同
志
社
英
学
校
」
は
槇

村
が
京
都
府
知
事
の
任
期
中
に
認
可
さ
れ
た
。

東
京
遷
都
の
あ
と
、
も
は
や
「
千
年
の
王
都
」

で
な
く
な
っ
た
京
都
が
一
地
方
都
市
と
し
て
衰

退
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
近
代
化
と
文
明
開

化
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
き
、
開

明
的
で
果
断
な
行
動
力
の
持
主
と
い
わ
れ
た
槇

村
は
、
積
極
的
な
勧
業
政
策
と
教
育
政
策
に
取

り
組
み
、
古
都
の
伝
統
を
生
か
し
た
文
明
開
化

を
推
進
し
た
。
と
り
わ
け
、
教
育
の
近
代
化
へ

の
取
り
組
み
は
注
目
に
値
す
る
。
明
治
２
年
、

明
治
政
府
の
学
制
頒
布
（
１
８
７
２
）
に
先
立

っ
て
実
施
さ
れ
た
町
組
み
ご
と
の
小
学
校
運
営

の
方
針
決
定
な
ど
、
小
学
校
教
育
の
浸
透
に
は

き
わ
め
て
熱
心
で
あ
っ
た
。
教
育
政
策
に
熱
意

を
も
つ
槇
村
は
、
中
央
政
界
の
保
守
層
や
京
都

仏
教
界
の
強
い
反
キ
リ
ス
ト
教
的
風
潮
の
な
か
、

ど
の
よ
う
に
新
島
の
キ
リ
ス
ト
教
の
理
念
に
も

と
づ
く
近
代
教
育
の
実
現
を
理
解
し
、
同
志
社

の
誕
生
に
協
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

●
出
自
と
そ
の
略
歴

　

ま
ず
は
そ
の
簡
単
な
経
歴
紹
介
か
ら
は
じ
め

よ
う
。
槇
村
正
直
（
ま
き
む
ら
・
ま
さ
な
お
）

は
、
山
口
県
美
東
町
出
身
で
１
８
３
４
年
6
月

（
天
保
５
年
５
月
）
長
州
藩
士
族
羽
仁
正
純
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
槇
村
満
久
の
養
子
に
な

る
。
幼
名
は
半
九
郎
、
号
を
龍
山
と
い
っ
た
。

幼
時
、
剣
術
や
砲
術
を
学
び
、
相
州
警
衛
に
就

く
。
文
久
３
年
藩
の
祐
筆
役
、
翌
年
に
は
密
用

方
聞
次
役
。
慶
応
２
年
第
二
次
征
長
戦
争
で
は

大
島
口
に
出
動
し
た
。
明
治
維
新
の
あ
と
１
８

６
８
年
、
新
政
府
の
議
政
官
試
補
と
な
る
が
、

同
年
、
京
都
府
に
出
仕
。
権
大
参
事
、
大
参
事
、

参
事
な
ど
を
歴
任
し
て
１
８
７
５
年
７
月
、
京

都
府
権
知
事
、
78
年
、
二
代
目
京
都
府
知
事
に

就
任
し
た
。
長
州
藩
士
木
戸
孝
允
と
は
知
己
で
、

幕
末
時
代
か
ら
政
務
の
連
絡
役
と
し
て
重
用
し

て
い
た
が
、
維
新
の
政
変
後
、
槇
村
を
京
都
府

同
　
志
　
社
　
人
　
物
　
誌
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槇　

村　

正　

直

─
京
の
文
明
開
化
の
「
牽
引
車
」

　
　
　

西
田　

毅

�

（
大
学
名
誉
教
授
）

フェリックス・レガメー作
「槇村正直像」

（京都市立芸術大学芸術資料館所蔵）

槇村正直
（同志社社史資料センター所蔵）
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す
る
不
信
や
偏
見
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
。
政

府
の
外
交
課
題
で
あ
っ
た
不
平
等
条
約
の
改
正

や
文
明
開
化
の
政
策
、
そ
し
て
廃
仏
毀
釈
運
動

の
雰
囲
気
の
な
か
、
仏
教
徒
を
中
心
と
す
る
キ

リ
ス
ト
教
の
進
出
に
対
す
る
抵
抗
は
強
く
、
と

り
わ
け
仏
教
各
派
の
本
山
が
集
中
す
る
京
都
は

さ
な
が
ら
仏
教
界
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
直
接
、

学
校
業
務
を
監
督
す
る
官
庁
で
あ
る
京
都
府
庁

に
対
す
る
働
き
か
け
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

同
志
社
英
学
校
の
開
校
当
初
、
新
島
が
苦
慮

し
た
問
題
の
一
つ
は
、
当
局
が
学
校
内
で
聖
書

の
授
業
を
禁
じ
た
一
項
で
あ
っ
た
。
同
志
社
を

伝
道
者
養
成
学
校
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ク
ー

ル
）
と
考
え
て
い
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の

宣
教
師
た
ち
の
怒
り
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
宣

教
師
団
の
抗
議
を
抑
え
、
開
校
願
い
の
科
目
表

に
あ
っ
た
「
聖
経
」
を
「
脩
身
学
」
や
「
講
説
」

の
名
称
に
改
め
て
、
漸
く
開
校
に
こ
ぎ
つ
け
た

の
で
あ
る
が
、
視
察
巡
覧
に
や
っ
て
き
た
京
都

府
庁
の
役
人
か
ら
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
授
業
を
見

て
聖
書
を
教
え
な
い
と
い
う
誓
詞
に
反
す
る

「
耶
蘇
聖
経
」
の
授
業
で
は
な
い
か
、
と
厳
し

く
咎
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
新
島
の「
弁
明
」

書
が
あ
る
。
そ
れ
は
槇
村
知
事
あ
て
の
「
ジ
ェ

の
気
持
ち
を
率
直
に
言
い
表
し
て
い
る
。「
京

都
慶
応
義
塾
」
は
槇
村
の
お
声
係
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
不
成
功
に
終
わ
り
、
約
１
年
で
撤
退
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
、

そ
の
あ
と
に
同
志
社
の
計
画
が
表
面
化
し
た
と

い
う
次
第
で
あ
る
。

　

槇
村
が
洋
学
の
振
興
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と

は
い
え
、
も
し
慶
応
義
塾
の
京
都
分
校
が
成
功

し
て
お
れ
ば
、
は
た
し
て
同
志
社
の
計
画
が
首

尾
よ
く
実
現
し
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
疑
問
で

あ
ろ
う
。
京
都
府
顧
問
で
槇
村
の
ブ
レ
ー
ン
で

あ
っ
た
山
本
覚
馬
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
何
も

記
し
て
い
な
い
が
、
は
た
し
て
、
京
都
府
に
お

け
る
中
高
等
教
育
の
振
興
整
備
に
つ
い
て
、
そ

れ
も
語
学
教
育
や
洋
学
を
中
心
と
し
た
展
望
を

彼
は
ど
う
描
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
興
味
あ

る
論
点
で
は
あ
る
。

●
書
簡
に
見
る
新
島
と
槇
村
正
直

─
聖
書
講
義
・
宣
教
師
雇
い
入
れ
問
題

　

同
志
社
開
学
直
後
の
新
島
が
も
っ
と
も
頭
を

痛
め
た
問
題
は
、
学
校
に
お
け
る
聖
書
教
育
に

対
す
る
官
憲
の
圧
力
と
仏
教
界
の
抵
抗
運
動
で

あ
っ
た
。
明
治
政
府
に
よ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
禁

制
の
高
札
は
撤
去
さ
れ
た
が
、
国
内
に
は
ま
だ

ま
だ
長
年
の
間
に
培
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
対

都
で
世
話
に
な
っ
た
礼
状
が
残
っ
て
い
る
。
も

う
一
つ
の
両
者
の
接
点
は
何
と
い
っ
て
も
「
京

都
慶
応
義
塾
」
の
設
立
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

福
澤
の
京
阪
地
方
へ
の
分
校
計
画
は
明
治
６
年

11
月
に
大
阪
分
校
が
、
続
い
て
明
治
７
年
２
月

に
「
京
都
慶
応
義
塾
」
の
開
校
と
な
っ
て
実
現

を
み
た
。
現
在
の
京
都
府
庁
の
敷
地
内
に
、
林

毅
陸
の
揮
毫
に
な
る
「
京
都
慶
応
義
塾
跡
」
の

建
碑
が
あ
り
、
碑
面
に
福
澤
の
筆
跡
で
「
独
立

自
尊
」
の
四
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
京
都
校

の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
槇
村
の
援
助
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
運
営
責
任
者
の
荘
田
平
五
郎
あ
て
書

簡
に
明
ら
か
で
あ
る
（
荘
田
平
五
郎
・
名
児
耶

六
都
あ
て
明
治
７
年
１
月
４
日
付
け
書
簡
『
福

澤
諭
吉
書
簡
集
』
第
１
巻　

287
︲
288
頁
）。
文

中
で
福
澤
は
槇
村
の
人
と
な
り
に
ふ
れ
て
、「
こ

の
人
は
兼
ね
て
私
之
知
己
、
所
謂
役
人
は
だ
に

あ
ら
ず
、
実
着
頼
む
べ
き
人
物
な
り
」
と
信
頼

方
法
に
注
目
し
て
い
る
。
さ
ら
に
収
支
の
監
理

は
「
毎
区
の
年
寄
」
が
当
た
り
、
総
年
寄
が
そ

の
総
括
を
行
な
い
、
官
吏
は
経
理
に
一
切
タ
ッ

チ
し
な
い
。
こ
の
民
営
シ
ス
テ
ム
は
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
学
説
に
合
致
す
る

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
住
民
の
長
に
よ
る
学
校

運
営
に
、
京
都
市
民
の
先
進
的
な
自
治
意
識
を

見
出
し
た
福
澤
は
、「
民
間
に
学
校
を
設
け
人

民
を
教
育
せ
ん
と
す
る
は
余
輩
積
年
の
宿
志
な

り
し
に
、
今
京
都
に
来
り
始
め
て
其
の
事
業
を

見
る
を
得
た
る
は
、
其
の
悦
恰
も
故
郷
に
帰
て

知
己
朋
友
に
逢
ふ
が
如
し
。
大
凡
世
間
の
人
、

こ
の
学
校
を
見
て
感
ぜ
ざ
る
者
は
、
報
国
の
心

な
き
人
と
い
ふ
べ
き
な
り
」
と
手
放
し
の
礼
賛

を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

　

福
澤
が
称
賛
し
た
こ
の
町
組
み
ご
と
の
学
校

は
、
槇
村
ら
の
肝
煎
り
に
な
る
こ
と
は
周
知
の

事
実
で
あ
る
が
、
小
学
校
教
育
の
普
及
に
き
わ

め
て
熱
心
で
あ
っ
た
彼
は
ま
た
、『
私
用
文
語
』、

『
小
学
女
児
手
引
草
』
な
ど
の
教
科
書
を
自
ら

執
筆
し
て
児
童
の
就
学
督
励
に
努
め
、
し
ば
し

ば
自
ら
小
学
校
を
巡
回
し
て
進
級
試
験
に
立
ち

会
っ
た
と
い
う
。

　

福
澤
は
槇
村
と
懇
意
で
、
書
簡
の
交
換
も
あ

っ
た
が
、
明
治
５
年
の
京
都
訪
問
の
際
も
槇
村

の
案
内
で
学
校
の
視
察
を
行
な
っ
て
お
り
、
京

　

こ
こ
で
は
、
学
校
・
教
育
事
業
に
限
定
し
て

そ
の
足
跡
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
見
よ
う
。
福
澤
諭

吉
は
「
京
都
学
校
の
記
」（『
福
澤
諭
吉
全
集
』

第
20
巻
所
収　

昭
和
38
年　

岩
波
書
店
）
で
、

京
都
の
当
時
の
先
進
的
な
学
校
整
備
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
彼
は
明
治
５
年
５

月
、
郷
里
中
津
の
学
校
視
察
の
旅
の
途
中
京
都

に
立
ち
寄
り
親
し
く
府
下
の
学
校
を
一
覧
し
た

が
、
そ
の
と
き
の
感
想
が
こ
の
「
京
都
学
校
の

記
」
で
あ
る
。
明
治
２
年
に
上
・
下
京
区
に
64

校
の
小
学
校
と
４
校
の
中
学
校
を
創
設
し
た
京

都
で
あ
る
が
、
そ
の
授
業
内
容
か
ら
教
員
の
身

分
、
給
料
、
各
学
校
の
規
模
、
運
営
方
法
な
ど

詳
細
に
亘
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
福

澤
が
感
心
し
た
の
が
、
京
の
町
衆
の
心
意
気
で
、

64
校
の
基
盤
と
な
っ
た
町
組
み
組
織
を
西
洋
の

「
ス
ク
ー
ル
・
ヂ
ス
ト
リ
ク
ッ
ト
」
に
相
当
す

る
も
の
と
解
し
、「
区
内
の
貧
富
貴
賎
を
問
わ
ず
、

男
女
生
れ
て
７
、
８
歳
よ
り
13
、
4
歳
に
至
る

者
は
、
皆
来
て
教
え
を
受
け
る
を
許
す
」
こ
と
、

学
校
の
建
設
費
用
は
官
民
折
半
で
負
担
し
、「
市

中
の
富
豪
」
か
ら
得
た
醵
金
の
残
金
は
学
校
運

営
資
金
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
子
供

の
有
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、「
区
内
の
戸
毎
に

命
じ
て
半
年
に
金
一
歩
を
出
さ
し
め
、
貸
金
の

利
息
に
合
し
て
永
続
の
費
に
供
せ
り
」
と
い
う

事
件
で
あ
る
。
後
に
岩
倉
具
視
の
斡
旋
で
槇
村

は
釈
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
通

常
の
官
僚
タ
イ
プ
と
は
異
な
る
い
か
に
も
剛
胆

な
人
柄
が
表
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
小
野
組
は

そ
の
後
、
三
井
組
と
合
同
し
て
三
井
小
野
組
合

銀
行
を
創
立
、
１
８
７
３
年
（
明
治
６
）
第
一

国
立
銀
行
と
な
っ
た
。

●
福
澤
諭
吉
と
槇
村
・
新
島
の
接
点

　

槇
村
は
全
国
に
先
駆
け
て
「
町
組
」
小
学
校

や
中
学
校
の
整
備
を
行
い
、
外
国
語
学
校
や
女

紅
場
、
画
学
校
の
設
立
、
博
物
館
、
集
書
院
（
図

書
館
）
の
開
設
な
ど
に
尽
力
し
た
。
ま
た
勧
業

課
長
明
石
博
高
を
実
務
責
任
者
と
し
て
積
極
的

な
勧
業
政
策
も
実
施
し
た
。
産
業
科
学
の
分
野

で
は
舎
密
局
を
設
置
し
て
実
用
を
目
的
と
し
た

理
学
、
化
学
の
研
究
を
盛
ん
に
し
、
織
殿
（
フ

ラ
ン
ス
式
器
械
に
よ
る
織
物
伝
習
）や
染
殿（
化

学
的
な
染
色
技
術
の
習
得
）
の
設
立
、
洋
紙
の

製
造
、
皮
革
場
、
牧
畜
場
の
開
業
な
ど
広
範
囲

に
わ
た
る
欧
米
の
技
術
導
入
に
熱
心
で
、
お
雇

い
外
国
人
の
技
術
指
導
の
協
力
も
あ
っ
て
、
そ

れ
ら
が
後
の
京
都
の
精
密
工
業
や
西
陣
織
の
技

術
革
新
、
各
種
芸
術
関
連
産
業
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
た
こ
と
は
、
夙
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

京都慶応義塾跡碑
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と
も
あ
れ
、
槙
村
正
直
が
明
治
新
政
府
内
の

進
歩
派
の
中
心
勢
力
と
目
さ
れ
て
い
た
木
戸
孝

允
の
影
響
下
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
、
開

明
派
の
側
近
山
本
覚
馬
や
明
石
博
高
の
存
在
、

そ
し
て
明
治
日
本
の
代
表
的
な
啓
蒙
知
識
人
の

福
澤
諭
吉
と
の
懇
意
な
間
柄
、
と
り
わ
け
短
命

に
終
わ
っ
た
「
京
都
慶
応
義
塾
」
に
後
続
す
る

か
た
ち
で
同
志
社
が
現
れ
た
こ
と
の
意
味
と
い

っ
た
問
題
を
、
槇
村
の
人
と
思
想
を
考
え
る
場

合
、
看
過
で
き
な
い
視
点
と
し
て
あ
げ
て
お
き

た
い
。

参
考
文
献

『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
１　
『
新
島
襄
全

集
』
１　

福
澤
諭
吉
「
京
都
学
校
の
記
」（『
福

澤
諭
吉
全
集
』
第
20
巻
）　
『
福
澤
諭
吉
書
簡

集
』
第
1
巻　
　

図
説
『
京
都
府
の
歴
史
』

（
図
説
『
日
本
の
歴
史
』
26
）
ほ
か

事
と
は
別
の
係
官
が
担
当
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
槇
村
が
新
島
を
悩

ま
せ
た
直
接
の
当
事
者
で
な
い
こ
と
の
察
し
は

つ
く
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
２
月
３
日
付
き
書

簡
の
二
伸
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
寸
暇
を
惜
し
ん

で
麻
布
学
農
社
に
津
田
仙
を
訪
ね
、
ユ
ー
カ
リ

の
培
養
伝
授
に
及
ん
だ
話
な
ど
、
私
信
に
触
れ

た
親
し
み
の
あ
る
叙
述
を
通
し
て
新
島
と
槇
村

が
互
い
に
心
を
開
い
た
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が

想
像
で
き
る
。
ま
た
、「
聖
経
」
を
「
脩
身
学
」

に
代
え
て
授
業
す
る
よ
う
に
と
の
提
案
は
、
槇

村
の
好
意
あ
る
深
謀
遠
慮
と
い
う
解
釈
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
槙
村

が
近
代
教
育
に
お
け
る
宗
教
の
位
置
づ
け
や
キ

リ
ス
ト
教
の
役
割
を
ど
う
把
握
し
て
い
た
の
か
、

こ
の
点
に
関
す
る
第
一
次
史
料
の
解
明
が
急
が

れ
る
。

　

さ
て
、
槇
村
と
同

志
社
問
題
を
考
え
る

場
合
、
二
通
の
書
簡

か
ら
何
が
見
え
て
く

る
で
あ
ろ
う
か
。
聖

書
講
義
の
許
可
や
外

国
人
宣
教
師
の
雇
用

問
題
に
関
す
る
新
島

の
苦
衷
を
槇
村
が
ど

こ
ま
で
誠
実
に
理
解

し
よ
う
と
し
た
の
か
、

前
の
新
島
書
簡
か
ら

は
直
截
に
は
見
え
て

こ
な
い
。
た
だ
、
書

簡
に
見
え
る
学
務
課

長
横
井
忠
直
何
某
の

名
前
か
ら
あ
き
ら
か

な
よ
う
に
、
外
務
省

の
指
示
に
し
た
が
っ

て
知
事
の
下
僚
が
校

内
授
業
の
視
察
に
来

て
い
る
こ
と
、
ま
た

ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
雇
用

許
可
の
直
接
の
事
務

処
理
は
お
そ
ら
く
知

紹
介
な
ど
わ
が
国
に
残
し
た
そ
の
学
問
的
功
績

は
不
朽
の
も
の
が
あ
る
。

　

そ
の
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
雇
用
継
続
許
可
願
い
書

に
関
す
る
槇
村
あ
て
の
新
島
書
簡
が
あ
る
。
日

付
は
明
治
12
年
２
月
３
日
付
で
、
同
志
社
は
先

に
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
雇
用
継
続
願
い
が
京
都
府
庁

に
提
出
し
て
い
た
が
、
京
都
府
か
ら
異
論
が
出

た
模
様
で
、
事
態
の
打
開
に
向
け
て
新
島
が
東

上
し
森
有
礼
外
務
大
輔
に
会
い
政
府
の
意
向
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
地
方
官
の
許
可
状
が
あ
れ

ば
外
務
省
と
し
て
殊
更
異
を
唱
え
る
も
の
で
な

い
と
の
言
質
を
得
た
と
述
べ
て
、「
風
説
ニ
聞

キ
及
ビ
候
外
国
教
師
退
攘
論
ト
ハ
大
ニ
相
違
被

致
候
間
、
兼
而
之
失
望
ヲ
取
戻
シ
陰
雲
之
間
ニ

再
ビ
日
光
ヲ
見
ル
ノ
思
ヲ
ナ
シ
候
」
と
安
堵
の

胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
交
渉
を
踏
ま
え
て
、
新
島
は
知

事
に
許
可
の
添
書
を
発
行
す
る
よ
う
働
き
か
け

た
書
簡
で
あ
る
。
た
だ
、
文
中
「
近
来
色
々
錯

雑
之
事
件
之
レ
ア
リ
、
場
合
ニ
ヨ
リ
容
易
ニ
許

可
之
難
被
成
事
も
有
之
候
得
共
」
と
い
う
森
の

発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方
官
の
許
可
だ

け
で
万
事
ス
ム
ー
ズ
に
は
ゆ
か
な
い
よ
う
で
あ

っ
た
。
国
と
地
方
政
府
の
何
れ
が
当
時
よ
り
大

き
な
権
限
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
微
妙
な
と
こ

ろ
で
あ
る
。

デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
「
脩
身
学
」
に
関
す
る
キ
リ
ス

ト
の
教
え
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
教
科
書

上
の
不
備
を
補
う
意
味
で
止
む
を
得
ず
聖
書
の

一
節
を
引
い
て
そ
の
教
え
の
解
説
に
至
っ
た
の

で
あ
る
と
、
ま
こ
と
に
苦
し
い
答
弁
を
行
な
っ

て
い
る
。
他
の
一
通
はD

.W
.

ラ
ー
ネ
ッ
ド
の

雇
用
継
続
に
関
す
る
許
可
申
請
書
で
あ
る
。

●
槙
村
は
同
志
社
教
育
に

　

好
意
的
で
あ
っ
た
の
か

　
「
右
手
に
聖
書
、
左
手
に
経
済
学
」
の
人
と

称
さ
れ
た
同
志
社
初
期
の
教
師
で
あ
る

D
.W

.

ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
イ
エ
ー
ル
出
身
の
秀

才
で
宣
教
師
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
日
本
で
最
初

に
本
格
的
な
政
治
経
済
学
の
講
義
を
し
た
人
物

で
も
あ
る
。
彼
の
「
政
治
経
済
学
」
講
義
ノ
ー

ト
は
弟
子
の
森
田
久
万
人
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
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K
um

ando

と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
ラ
ー
ネ

ッ
ド
が
新
島
を
援
け
て
同
志
社
の
教
師
に
な
っ

た
の
は
明
治
９
年
４
月
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

実
に
52
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
同
志
社
の
教
壇

に
立
ち
、「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
一
団
を
始
め
優

れ
た
後
進
の
育
成
に
努
め
た
。
彼
の
キ
リ
ス
ト

教
神
学
研
究
や
経
済
学
、
そ
し
て
社
会
主
義
の

ロ
ー
ム
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
聖
経
講
義
に
関

す
る
弁
明
」
書
簡
（
１
８
７
９
年
６
月
７
日
付
）

で
あ
る
。
新
島
曰
く
、
校
内
で
一
つ
の
教
科
書

を
用
い
た
聖
書
の
授
業
は
し
な
い
と
誓
っ
た
の

は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
聖
書
を
一
切
使
用

し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
こ
と
、
講
義
科

目
と
し
て
許
さ
れ
た
「
脩
身
学
」
の
場
合
、
授

業
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
の
教
義
に
全
く
触
れ
な

い
と
い
う

こ
と
は
困

難
で
あ
る

と
説
明
に

及
ん
だ
と

こ
ろ
、「
脩

身
学
に
関

す
る
分
の

み
は
苦
し

か
ら
ず
」

と
の
お
許

し
を
得
た

の
で
、
雇

い
入
れ
教

師
に
そ
の

旨
を
伝
え

て
お
い
た

と
こ
ろ
、

西
田　

毅
（
に
し
だ
・
た
け
し
）

１
９
３
６
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
62
年
同
志
社
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
了
、
法
学
部
助

手
、
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
74
年
か
ら
教
授
、
77
年
大
学
院
教
授
。
法
学
部
長
、
人
文
研
所
長
な

ど
歴
任
、
２
０
０
７
年
名
誉
教
授
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
武
漢

大
学
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
、
西
安
交
通
大
学
等
の
客
員
教
授
、
研
究
員
を
勤
め
る
。
日
本
政
治
学
会
、

日
本
社
会
文
学
会
理
事
等
歴
任
。
幕
末
か
ら
近
代
日
本
の
政
治
思
想
を
中
心
に
日
本
政
治
思
想
史
を
専

攻
す
る
。
主
要
著
作
と
し
て
『
竹
越
三
叉
集
』（
三
一
書
房
１
９
８
５
）、『
近
代
日
本
政
治
思
想
史
』（
編

著
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
１
９
９
８
）、
岩
波
文
庫
『
新
日
本
史
』
上
下
（
岩
波
書
店
２
０
０
５
）、『
概

説
日
本
政
治
思
想
史
』（
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
２
０
０
９
）
ほ
か
。
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